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分別区分（雑がみ・その他の紙）の見直しについて 

 

１．見直し検討に係る経緯 
 

当市では、平成 24 年度より新聞、雑誌・雑がみなどの古紙類の行政回収を開始し、紙パ

ック、ダンボール、その他の紙などの容器包装と合わせ、紙類だけで５つの分別区分となっ

ている。そのため、これまでの審議会や、現在開催している意見交換会において、分別が複

雑であるとの意見が挙がっている。  

 

図 1 平成 28 年度ごみの分け方・出し方抜粋  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

表 1 「雑がみ」、「その他の紙」収集概要 
 

 

 

 

 

 

回数  雑がみ その他の紙 

収集回数 月 1 回 月 2 回 

備考  

新聞、雑誌 

と同一日 

ペットボトル 

と同一日 

※岩木・相馬以外  

資料６ 
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表 2 県内 10 市における「雑がみ」、「その他の紙」等の分別区分一覧 

雑がみ その他の紙 区分 備考

○

その他の紙

○
防水紙容器

○
紙製容器包装

○ ○ ○
雑誌（金属製本） 新聞 チラシ

○
雑誌（のり製本）、雑紙類

○
書籍・雑誌

雑誌

○

雑誌・雑がみ

○
雑誌・本・雑紙

○
雑誌・チラシ

○
週刊誌・月刊誌・カタログ

○
新聞（チラシ可）

○
雑誌・雑がみ（紙箱・包装紙など）

○
雑誌・チラシ

○
雑がみ

○
雑誌・雑がみ

○
新聞・チラシ

○
新聞（チラシ不可）

○
新聞・チラシ

3

4

3

新聞

○
新聞紙・折り込み広告

○

新聞紙（折込チラシ可）

○
新聞紙（折込チラシ不可）

3

2

3

2

3

○
新聞紙（折込チラシ可）

○
新聞紙（折込チラシ可）

全て古紙類として収集

2

つがる市
○

全て古紙類として収集
その他の紙

十和田市
その他の紙は容器包装として収集
その他は古紙類として収集

×

○
雑紙

むつ市

その他の紙は容器包装として収集
その他は古紙類として収集

青森市

八戸市
○

全て古紙類として収集

三沢市

五所川原市 全て古紙類として収集

その他紙

弘前市

平川市
その他の紙は容器包装として収集
その他は古紙類として収集

全て古紙類として収集

全て古紙類として収集

黒石市 全て古紙類として収集
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２．組成分析調査概要（家庭系その他の紙） 
 

分別区分の「その他の紙」において、「雑がみ」として処理可能な素材がどの程度含まれて

いるか把握するため、平成 28 年度は「家庭系その他の紙」についての組成分析調査を実施

した。 

 

表３ 平成 28 年度組成分析調査概要（家庭系その他の紙）  
 

回数  1 回目  2 回目  

実施日 平成 28 年 11 月 29 日（火） 平成 29 年 2 月 6 日（月）  

調査場所 弘前地区環境整備センター（弘前市大字町田字筒井 6-2） 

採取量 287.2kg 246.7kg 

 

３．調査結果 
 

 割合が高かったものは、「雑がみとして処理可能なその他の紙」（71.6％）、「雑がみ」

（17.4％）の 2 種で、全体の 89.0％を占めていた。  

また、「ダンボール」が 4.1％、「紙パック」が 0.4%、「生ごみ」が 0.3%占めているなど、

本来「その他の紙」として排出できない分類が 25.4%含まれていた。なお、袋 1 枚当たり平

均 1.05kg の「その他の紙」が含まれていた。 

 そのほか、全体の傾向としては、ビニール部分がついたままでのボックスティッシュの排

出や、銀紙がついたままでのタバコの箱の排出が目立っていた。 

「容器包装」及び「古紙類」の両方の区分で行政回収を実施しているのは 

弘前市と十和田市のみ ※平川市は拠点回収 

※平川市は拠点回収で対応  
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表４ 「雑がみ」・「その他の紙」の具体例 
  

 雑がみ 
その他の紙 

（雑がみとして処理可能）  

その他の紙 

（雑がみとして処理不可能）  

 

○ﾄｲﾚｯﾄﾍﾟｰﾊﾟｰの芯など  

 

 

 

 

 

 

 

○メモ用紙  

 

 

 

 

 

 

 

 

○ノート  

 

 

 

 

 

 

 

○封筒  

 

 

 

 

 

 

 

○チラシ  

 

 

 

 

 

 

 

○ティッシュの箱  

 

 

 

 

 

 

 

○食材・お菓子の箱  

 

 

 

 

 

 

 

 

○生活用品の箱  

 

 

 

 

 

 

 

○ﾋﾞｰﾙ等のﾏﾙﾁﾊﾟｯｸ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ﾖｰｸﾞﾙﾄ、ｶｯﾌﾟﾗｰﾒﾝのﾌﾀ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○カップラーメンの容器  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○粉末洗剤の箱  

 

 

 

 

 

 

 

 

※素材が紙製以外のものに加

え、匂いのついているもの、

汚れのついているものなども

雑がみとして処理不可能。  

 

 

なお、現状の取扱いとして、同じ材質であっても紙製容器

包装マークがついているものは「その他の紙」、紙製容器包

装マークのついていないものは「雑がみ」としている  

 

 

 

紙製容器包装マーク 

雑がみとして処理可能  
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図 2 平成 28 年度 家庭系（その他の紙）組成分析結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．今後の検討項目 
 

 項目  検討主体 

（１） 

市民の受容性 

審議会 

分別見直しにより、ごみの分別がわかりやすくなるなど、市民にとっ

て受入やすい制度となるのか  

（２） 

資源化増減効果の検証 

分別見直しにより、資源化量増加効果（燃やせるごみ→雑がみ）と資

源化量減少効果（雑がみとして処理不可能なその他の紙→燃やせるご

み）が考えられるが、いずれの効果が大きいのか  

（３） 

収集スケジュール上の対応可能性の検証  

市  

・  

委託事業者  

その他の紙（月２回）＋雑がみ（月１回）→雑がみ（月３回）とする

ことにより、収集スケジュール上対応可能か  

（４） 
処理費用増減の検証 

収集運搬委託費の増減なしに取り組めるものなのか  

（５） 
古紙類引渡事業者の対応可能性の検証 

古紙類引渡事業者の処理能力上対応可能か  

 

雑がみとして処理可能

「その他の紙」

71.6%

雑がみ

17.4%

新聞・チラシ

1.4%

雑がみとして処理不可能

「その他の紙」

3.0%

紙パック

0.4%

段ボール

4.1%

生ごみ

0.3%
その他

1.8%

検討項目に従い、次年度の審議会において具体的な審議を予定  


